
今
か
ら
1
5
0
年
以
上
前
の
江
戸
時
代
末
期
か
ら
本
格
的
に
は
じ
ま
る「
西
洋
」

と
の
出
会
い
。
伝
統
と
近
代
化
が
融
合
し
た
新
た
な
ス
タ
イ
ル
と
し
て
、「
近

代
和
風
建
築
」
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
文
化
を
色
濃
く
残
す
、

懐
か
し
さ
と
新
し
さ
が
交
わ
る
「
41
の
文
化
財
」
を
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

と
ち
ぎ
の
近
代
和
風
建
築

新
た
な
伝
統
の

表
現
を
求
め
て

旧篠原家住宅主屋往時の豪商の姿を
今に伝える商家

旧南間ホテル別館コの字形平面が特徴の
近代和風ホテル建築

旧
三
好
小
学
校
校
舎

（
佐
野
市
郷
土
資
料
保
存
三
好
館
）

明
治
期
の
学
校
建
築
を
知
る
貴
重
な
建
物

市
指
定

市
指
定

国
登
録

国
登
録

国
登
録

国
登
録

国登録

国指定

佐
野
市

栃
木
市

日
光
市

日
光
市

日
光
市

日
光
市

益子町

宇都宮市

旧
金
谷
カ
ッ
テ
ー
ジ
イ
ン
主
屋

（
金
谷
侍
屋
敷
主
屋
）

武
家
住
宅
を
利
用
し
た
わ
が
国
最
初
期
の
外
国
人
専
用
旅
館

日
光
金
谷
ホ
テ
ル
別
館

設
計
者
独
自
の
耐
震
木
構
造
が
見
ら
れ
る
和
風
建
築

連
祥
院
本
堂

京
都
の
紫
雲
山
頂
法
寺
本
堂

を
模
し
た
複
合
的
仏
堂

東
照
宮
武
徳
殿

漆
の
朱
塗
り
が
映
え
る

武
道
の
稽
古
場

古
河
掛
水
倶
楽
部
新
館

足
尾
銅
山
最
盛
期
を
象
徴
し
た
迎
賓
館
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県指定 【別館】国登録

伝
統
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
融
合

那須野が原開拓と華族別邸 さらに詳しく見たい方は ?

明治時代、栃木県北部にひろ
がる那須野が原という扇状地
では、大いなる「夢」を与え
た開拓事業とそれを支えた華
族たちによる農場経営が行わ
れました。その拠点となった
華族別邸についての歴史を振
り返っています。

下記の二次元バーコードからWEB版
特集「新たな伝統の表現を求めて」に
アクセス！

コラム

高橋由一「第八景 下野那須郡三島村平野牧牛」
（『鑿道八景』、那須野が原博物館蔵）

日
光
物
産
商
会
店
舗

寺
院
風
外
観
が
特
徴
の

日
光
二
社
一
寺
門
前
町
の
顔

旧
粟
野

中
学
校
校
舎

良
質
な
地
元
木
材
を
吟
味
し

利
用
し
た
学
校
建
築

 旧黒羽銀行
（足利銀行黒羽支店）山縣有朋記念館 土塗り黒漆喰による

県内唯一の土蔵造の銀行
近代日本の変遷が
ひと目でわかる別荘建築加登屋旅館湯治場温泉宿の雰囲気

が非日常性を醸し出す

長林寺本堂県内屈指の鉄筋コンク
リート造の寺院建築織姫神社社殿耐火性を重視した

鉄筋コンクリート造

神明宮本殿蔵の街栃木を
見守る総鎮守

岡部記念館10 年以上の歳月をかけ
贅を尽くした接客用別荘

足利学校遺蹟図書館足利の人々の思い集まる
モダンな木造建築

国
登
録

国
登
録

県指定

市指定

市指定

国登録国登録

国登録

国登録

日
光
市

鹿
沼
市

真岡市

足利市

栃木市

足利市足利市

矢板市

那須塩原市

大田原市
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栃
木
県
内
に
は
季
節
の
う
つ
ろ
い
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を
見
せ
て

く
れ
る
景
色
が
多
く
あ
り
ま
す
。
他
で
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
「
絶
景
」

と
い
う
視
点
か
ら
、「
41
の
文
化
財
」
を
そ
の
歴
史
的
背
景
と
と
も
に
、「
春
・

夏
・
秋
・
冬
」
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

と
ち
ぎ
の
絶
景
を
ゆ
く

四
季
を
彩
る

文
化
財

間
々
田
の
じ
ゃ
が
ま
い
た

田
植
え
時
期
に
五
穀
豊
穣
・
疫
病
退
散
を
祈
願

イ
タ
リ
ア
大
使
館
別
荘

記
念
公
園
本
邸

中
禅
寺
湖
畔
の
景
色
を
最
大
限
取
り
込
ん
だ
別
荘

含
満
ガ
淵

清
涼
で
荒
々
し
い

瑠
璃
色
の
川
と

幽
玄
な
景
観

足
利
の
フ
ジ

卓
越
し
た
栽
培
管
理
技
術
に

フ
ジ
が
き
ら
め
く

赤
門
の
サ
ク
ラ

宇
都
宮
に
春
を
告
げ
る

ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ

出
流
原
弁
天
池

石
灰
岩
の
割
れ
目
か
ら

湧
水
を
た
た
え
る
清
ら
か
な
池

尚
仁
沢
上
流
部
の

イ
ヌ
ブ
ナ
自
然
林

動
植
物
に
豊
か
な

潤
い
を
与
え
る
イ
ヌ
ブ
ナ
群

獨鈷山西明寺

翠緑の木々が
室町期の建築物を包む

市
指
定

国
指
定

国
登
録

国
指
定

国
指
定

県
指
定

県
指
定

国指定

国指定

宇
都
宮
市

小
山
市

日
光
市

日
光
市

塩
谷
町

佐
野
市

足
利
市

益子町

日光市 旧日光田母澤御用邸樹齢約 400 年のシダレ
ザクラが悠久の時を伝える
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季
節
と
と
も
に
映
え
る
文
化
財

「蔵の街とちぎ」の誕生 〜幕末の大火が
　生んだ景観〜 さらに詳しく見たい方は ?

旧日光例幣使道が通る栃木市
中心部は、江戸時代末期から
昭和時代初期にかけて建てら
れた蔵が多く立ち並んでいま
す。その起源から「蔵の街と
ちぎ」を象徴する見世蔵の特
徴、さらに現代のまちづくり
までをたどっています。

下記の二次元バーコードからWEB版
特集「四季を彩る文化財」にアクセス!

コラム

善野家土蔵（おたすけ蔵：栃木市指定）

中
禅
寺
湖
と
華
厳
の
滝

男
体
山
の
噴
火
が
も
た
ら
し
た
日
光
を
代
表
す
る
景
観

カ
ネ
イ
リ
ヤ
マ
採
石
場
跡
地

大
谷
石
採
掘
で
で
き
た
巨
大
な
地
下
空
間

男
体
山

日
光
を
聖
地
た
ら
し

め
る
御
神
体
の
山

滝
尾
古
道

日
光
開
山
ル
ー
ツ
を

た
ど
る
信
仰
の
道

日
光
杉
並
木
街
道

往
時
の
風
情
を
残
し
伝
え
る

「
世
界
一
長
い
並
木
道
」

二
荒
山
神
社 

神
橋

日
光
開
山
伝
説
に
彩
ら
れ
た
神
秘
の
橋

御止山むき出しの岩肌が
眼前に迫る奇岩

益子参考館上台人間国宝濱田庄司が
移築した江戸末期の民家

国
指
定

国
指
定

日
本
遺
産
構
成
文
化
財

国
指
定

県指定

国指定

宇
都
宮
市

日
光
市

日
光
市

日
光
市

日
光
市

日
光
市

益子町

宇都宮市
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